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       こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。先月、社員旅行で北海道へ 

       行ってきました。最終日に昨年の9月に起こった北海道胆振（イブ 

       リ）東部地震で被災した厚真町を訪問しました。山肌の地滑りは 

       まだ記憶に浅いと思います。語り部の原 祐二さんの説明を受け 

       ながら、厚真町の一部を視察してきました。厚真町は自然豊かな 

肥沃な土地です。北海道の中でも比較的温暖な土地で、田畑が広がり北海道米

が有名な地域です。面積は約404ｋ㎡、「ちょうど四日市市と鈴鹿市を足したぐらい

の広さで、そこに4,650人が住んでいます。」と原さんは開口一番にお話しされ、私

たちを迎え入れてくれました。バスの車窓から見た光景は、今までに見たこともない

「自然の力」というよりもむしろ「自然の怖さ」を目の当たりにしました。この土地は、

大昔に火山が噴火して、積もった火山灰の上に土壌が流れ込み出来た土地です。

実際、地滑りは地面からほんの50ｃｍ～100ｃｍの間で起り、地震発生からわずか2

～６秒で地滑りが起こりました。数日前から降り続いた大雨で「地面が緩んで」い

るところに「震度７の大地震」が地面を大きく揺らして「悪い条件」が重なって起

こった災害でした。厚真町の10分の1にあたる40ｋ㎡が被害に遭い、植林地も多く

「木の根が浅い！」昔この土地に住んでいたアイヌ人は川のほとりに住んでいたそう

です。この土地の特徴をアイヌ人は知っていたかもしれません。しかし、現代になって、

度重なる川の氾濫により人々は少しずつ山の方へ移動して行くようになりました。そ

の結果、残念なことに被害に遭ったのはすべて、山の麓の家でした。アイヌ人は文字

を持たない民族であり、昔の出来事の文献が何一つ残っていないそうです。歴史的

にこの土地は、500年ぐらい前に大地震が起こっています。江戸時代に日本人が蝦

夷地へ移住してから200年経ちますが、それ以前の出来事が伝えられていなかった

ことが悔やまれます。自分の住んでいる「地域の特徴」 

と「過去の出来事」を学ぶことが大切であると改めて 

実感しました。お世話になった語り部の原 祐二さん 

に感謝すると共に、一日も早い厚真町の復興と被害 

に遭われた方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

 




